
 

 

 

 

 

１．エネルギー管理の必要性 

「新下水道ビジョン加速戦略」（平成 29 年 8 月、国土交通省）では、下水汚泥の燃料化・肥料化の推進及び広

域的・効率的な汚泥利用等による省エネ及び創エネの推進により、概ね 20 年で電力消費量を半減し、健全な下水

道経営に寄与する目標が掲げられています。 

また、令和 2 年の内閣総理大臣所信表明において、2050 年までに日本の温室効果ガスの排出を全体としてゼロ

にするカーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指すことが宣言され、下水道事業においてもネルギー使用の

更なる低減が求められます。 

「エネルギーの使用の合理化等に関する法律」においてエネルギーとして定義されている「燃料」「熱」「電

気」については、下水処理システムの様々な

プロセスで使用されていますが、各プロセス

は機能面で密接に関連しており、省エネ、創

エネ技術を導入する際には、処理機能の総合

的な評価が必要になります。 

当社では、あらゆる規模の下水道施設を対

象とした、設計・施工、維持管理・運営の各

段階におけるエネルギー最適化に向けた「エ

ネルギー管理計画」を立案し、温室効果ガス

の排出量削減に向けた「地球温暖化対策計

画」を策定します。 

 

２．「エネルギー管理計画」策定による効果 

「エネルギー管理計画」や「地球温暖化対策計画」を策定することにより以下のような効果があります。 

 

省エネルギー対策や再生可能エネルギーの創出による維持管理経費の削減 

地方公共団体の事務事業の中で排出量の大きな事業である下水道の温室効果ガスの排出抑制 

省エネルギー対策や温室効果ガス排出抑制対策に関する経験・知見の蓄積 

地域住民に対する下水道におけるエネルギー対策、温室効果ガス排出抑制に関する理解の増進 

グリーン調達の推進 

 

 

 
 

 
 

「エネルギー管理計画」策定のご提案 

 

基準年度排出量 
2013 年度 

2013 年度比 
46%減 

2050 年 
カーボン 

ニュートラル 

14.00 

12.00 

10.00 

8.00 

6.00 

4.00 

2.00 

0.00 

 

排出量 

（億 tCO22 換算） 

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2019 

(速報) 

2030 

中期目標 

2050 

長期目標 

我が国の温室効果ガス中期目標と長期目標（国土交通白書 2021） 



 

 

Tokyo Engineering Consultants Co., Ltd. 
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３．「エネルギー管理計画」の策定方法 

当社が提案するエネルギー管理計画の策定フローは以下のとおりです。 

エネルギー管理計画や地球温暖化対策計画は、設計・施工、維持管理・運営におけるあらゆる面での対策

を検討する必要があります。当社が有する下水道システム全般の技術力及びシミュレーション技術などの技

術を駆使し、下水道事業の特性に合わせた削減計画を立案します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な業務実績 

◆ 埼玉県 埼玉県流域下水道地球温暖化対策実行計画策定業務委託（令和元年度） 

◆ 東京都 下水道施設における地球温暖化対策調査委託（平成 25 年度） 

 

 

 
 

 
お問い合わせ・資料のご請求 

株式会社 東京設計事務所 東京支社 

・プランニンググループ 田口英明 TEL 03-3580-2757 hideaki_taguchi@tokyoengicon.co.jp 

 
 

現状把握と予測 

現状の算定 現状の電力使用量、温室効果ガス排出量を算定します。また、処理量、運転時

間に対する電力使用量等を算定します。 

汚水量・汚泥量予測 計画期間内の汚水量、汚泥量を予測します。 

将来予測 対策を講じない場合の将来の電力使用量、温室効果ガス排出量を算定します。 

 
削減目標の設定 

再構築対象施設の現状と課題を把握します。 

国の目標や自治体の目標を考慮して、下水道事業における削減目標を設定します。 

対策の検討 適用可能な対策を抽出し、対策を総合評価します。 

対策の検討 「省エネ機種など機器の対策」、「創エネ等処理システムの対策」、「運転管理による対

策」、地球温暖化対策の場合は「水処理工程等での亜酸化窒素（Ｎ２Ｏ）削減等の対

策」を検討します。 

削減量予測 適用可能な対策について削減量を算定します。運転管理等による対策においては、

ASM（活性汚泥モデル）によるシミュレーションも実施しています。 

対策の評価 対策による削減効果、処理機能への影響、対策費用を評価します。評価には二軸管理

の手法も使用します。 

 

目標達成に向けたロードマップ（対策スケジュール）を立案します。 ロードマップの作成 

整備スケジュー

ルの設定 

ストックマネジメント計画など、機能面による整備スケジュールをベースにエネ

ルギー削減対策を導入した整備スケジュールを立案します。併せて導入後の削減

量を算定します。 

削減計画の策定 目標達成の可否を確認し、削減計画を策定します。 

 

https://www.tokyoengicon.co.jp/

